
哀歌３章（７０人訳） 

 

１ 私は、私への彼の怒りの杖を通して貧しさを見たもの。 

 

２ 彼は私をとり、私を闇へと連れて行き、光へは連れて行かなかった。 

 

３ いや、一日中私に対して彼は手を向けた。 

 

４ 彼は私の肉を私の皮膚を老けさせ； 彼は私の骨を砕いた。 

 

５ 彼は私に向かって建て、私の頭を回し、そして私の上に陣痛をもたらした。 

 

６ 彼は私をあたかも長い間死んだもののように、闇の場所に置き、 

 

７ 彼は私に向かって建て、そして私は行けない： 彼は私の青銅の鎖を重くした。 

 

８ そうだ、私は叫び、大声を出したが、彼は私の祈りを締め出した。 

 

９ 彼は私の道を建てた、彼は私の道に垣を立てた。 

 

１０ 彼は私を悩ました、あたかも雌熊が待ち伏せするように：彼は私にとり、 

秘密の場所にいる獅子のようである。 

 

１１ 彼は私が離れたあと私を追う、そして私を連れて行き立たせる：彼は私をまったく

滅ぼした。 

 

１２ 彼は彼の弓を曲げた、そして私を矢の的とした。 

 

１３ 彼は彼の矢筒の矢をもって、私の手綱を射る。 

 

１４ 私はすべての人の笑いのまととなり： 一日中彼らの歌となった。 

 

１５ 彼は私を苦味で満たし、彼は私を胆汁でいっぱいにした。 

 

１６ そして彼は私の歯を砂利で打ち砕き、私を灰で満たす。 

 



１７ そして彼はまた私の魂を平和から移す： 私は繁栄を忘れた。 

 

１８ それゆえ私の成功、そして私の主からの望みは滅びる。 

 

１９ 私は私の貧困の理由を覚えている、そして迫害のゆえに苦味と胆汁が思い出される。 

 

２０ そして私の魂はわたしとともに瞑想する。 

 

２１ これを私は私の心に敷く、それゆえ私は耐える。 

 

２２ これが主の哀れみ、それは、彼は私を倒れさせない、なぜなら彼の同情は尽きない

から。私たちを哀れんでください、おお主よ、毎月の初めに： 

私たちは終わりにされない、それは彼の同情は尽きないから。 

 

２３ それは朝ごとに新しい： あなたの忠実さは偉大です。 

 

２４ 主は私の分、私の魂は言え；それゆえ私は彼を待ち望む。 

 

２５ 主は彼を待ち望むものに良く、彼を求める魂に良い方： 

 

２６ そして彼を待ち望め、主の救いを静かに待て。 

 

２７ 彼の若い日のくびきを彼が負うことは、彼にとって良いこと。 

 

２８ 彼は一人で座る、そして静かになれ、それは主がそれを彼に対して負わせたから。 

 

２９  

 

３０ 彼は彼の頬を、彼を打つものにさし出す：彼は非難をおおいに受ける。 

 

３１ それは、主は永遠に拒否されないから。 

 

３２ それは引き下ろすものが哀れみ、彼のあわれみの豊富さに従ってなすからだ。 

 

３３ 彼は彼の心の怒りから答えない、彼は人の子を低くされるけれど。 

 



３４ 地のすべての囚人より彼の足を低くされる、 

 

３５ いと高き方の顔の前における人の裁きを回避させるために 

 

３６ 彼の裁きのとき、人を不正に有罪とする、主が命じなかったのに。 

 

３７ 誰がこのようにいったか、そしてそれは実現したか？主はそれを命じなかった。 

 

３８ いと高き方の口からは邪悪と善が出ることはない。 

 

３９ どうして生ける人は彼の罪について不満をいうのか 

 

４０ 私の道は調べつくされ、試みられた、そして私たちは主に戻ろう。 

 

４１ さあ、天におられる至高の方へ私たちの手とともに、私たちの心をあげよう 

 

４２ 私たちは罪を犯した、私たちは反抗した、そしてあなたは許されませんでした。 

 

４３ あなたは私たちを怒りをもって訪れました、そして私たちを追い出しました：  

あなたは殺し、あなたは哀れみませんでした。 

 

４４ あなたは祈りのゆえにご自身を雲で覆われました、そして私は盲目となりました。 

 

４５ そして投げ去りました。あなたは私たちを国々の間で一人とさせました。 

 

４６ すべての私たちの敵は彼らの口を私たちに向けて開きました。 

 

４７ 恐れと怒りが私たちに来ました、不安と破壊です。 

 

４８ 私の目は私の民の娘の破壊のために水の急流のように注ぎだします。 

 

４９ 私の目は涙で溺れます、そして私は静かにできません、それは何の休息もないから

です。 

 

５０ 主が見下ろすまで、天からごらんになるまでは。 

 



５１ 私の目はわたしの魂をえさにする、それは町のすべての娘のために。 

 

５２ 猟師は私をすずめのように追う、すべての私の敵は理由なく穴で私の命を滅ぼす 

 

５３ そして私の上に石を積み上げる。 

 

５４ 水は私の頭の上を流れる：私は切り離される、といった。 

 

５５ 私はあなたの名前をもっとも低い牢獄から呼びました、おお主よ 

 

５６ あなたは私の声を聞きました： あなたの耳を私の願いに対して閉じないでくださ

い。 

 

５７ あなたは私を助けに近寄りました： 私があなたを呼んだ日にあなたは私にいいま

した、恐れるな、と。 

 

５８ おお主よ、私の魂の理由を弁護されました： あなたは私の命をあがないました。 

 

５９ あなたはごらんになりました、おお主よ、私のトラブルを：  

あなたは私の訴えをさばきました。 

 

６０ あなたは彼らのすべての復讐を見ました、あなたは彼らの私に対するすべての策略

をごらんになりました。 

 

６１ あなたは彼らの非難を、そして彼らの私に対するすべての策略を聞きました。 

 

６２ 私に向かって立ち上がる彼らの唇を、そして彼らの私に対する一日中の陰謀を； 

 

６３ 彼らが座るのも彼らが立つのも： あなたは彼らの目を見てください。 

 

６４ あなたは彼らに報いを来たらせます、おお主よ、彼らの手の行ないにしたがって。 

 

６５ あなたは彼らにおおいのように、私の心の悲しみを与えます。 

 

６６ あなたは怒りの中で彼らを迫害します、そして彼らを天の下から、滅ぼします、 

おお主よ。 


